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演習のすすめ 

2025 年 9 ⽉ 1 ⽇
経済学部⻑ 藤⽥晶⼦ 

演習は、これまでの⼤教室での受動的な講義とは異なり、教員の丁寧な指導のもとに、仲間
とともに主体的に調査・研究をすすめ、いろいろな視点から⼀つのテーマをとことん深掘りし
ていく場です。問題提起から課題解決にいたるまで、社会で必要不可⽋な論理的思考をつちか
う場でもあります。 

演習の魅⼒は、⼀⾔では⾔い尽くすことができません。

履修者はわずか 10 ⼈程度の少⼈数ですので、教員やその研究を⾝近な存在として感じるこ
とができる貴重な機会です。国内外で⽣起する経済問題を議論し、ときに⼈⽣についても語り
合える仲間は、⼀⽣の宝物（たからもの）ともいえるでしょう。調査・研究・プレゼンはもと
より、飲み会や合宿、OBOG との交流会、他⼤学のゼミとのディベートなど、まさに「これぞ
⼤学！！」が演習です。 

ゼミナールガイドブックを読んで、各教員の演習内容をしっかりと把握したうえで、⾃分が
研究したいことを考え、どの演習に応募するかを選んでいただきたいと思います。

みなさんの⼤学⽣活をより充実したものにするために、ぜひ、演習を経験してみてください。
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犬飼 佳吾 ゼミナール

演習のテーマ 

行動経済学、実験経済学、ニューロエコノミクス 

演習の内容 

このゼミでは、実験という手法によって、私たちの意思決定や行動原理、経済の仕組み

を理解することを目的としています。ゼミの学生は、実験研究に関する背景知識の学習を

進めたうえで、教員と相談しながら実験研究のプロジェクトを進めます。研究を進めてい

くなかで、経済学の考え方や理論を学ぶだけではなく、実際の私たち自身の行動の仕組み

について理解し、より良い意思決定や社会の仕組みを考えていきたいと思います。 

 ゼミで扱う研究範囲は多岐にわたります。たとえば、私たちの意思決定のクセや特徴を

調べたり（行動経済学）、経済や社会の仕組みを実験によって検討したり（実験経済学）、

経済学的な意思決定や判断をしているときに脳や体の中でどんなことが起こっているか

を研究（ニューロ・エコノミクス）します。これらの課題について教員やゼミ生と議論し

ながら、卒業論文にむけて研究を進めていきます。 

 また、このゼミは従来のゼミの枠組みを超えて、実験経済学研究室という単位のもと、

国内外の研究者と連携しながら先端研究を推進しています。 

 生物として「ヒト」と経済学や社会科学が対象とする「人」との間をつなぐ研究に興味

をもち、強い情熱や好奇心のある方を募集します。 

フィールドデータ

実験室実験 

モデル構築、シミュレーション
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⼤⽯ 尊之 ゼミナール 

演習のテーマ 
法と経済学（競争法の経済学） 

学⽣の皆さんは「法律」と聞くと、六法（憲法・⺠法・刑法・商法・⺠事訴訟法・刑
事訴訟法）などを思い浮かべるかもしれません。しかし、私たちの⽇常⽣活や企業活動
を円滑に営むうえで法律が不可⽋である、という認識は共通していることでしょう。
1960 年代以降、主にアメリカで発展してきた「法と経済学」は、各国の主要な法領域を
分析対象としており、これまで所有権や財産権、不法⾏為、契約法、刑法、競争法・知
的財産法、さらには国際法まで幅広く研究が⾏われてきました。 

私⾃⾝は、市場理論・ゲーム理論・グラフ理論といったミクロ経済学やネットワーク
に関する数理分析の⼿法を⽤いて、因果関係が複雑に絡み合う不法⾏為法の問題につい
ての公理的分析や、デジタル所有権の形態が市場と法制度の双⽅を通じてどのように内
⽣的に決定されるのかを経済理論に基づいて研究しています。近年は研究代表者とし
て、「ブロックチェーンの法と経済学：スマートコントラクトの財産権分析」（2024 年度
科学研究費助成事業 基盤研究(C)）や「ブロックチェーンと所有権の経済分析」（2023
年度明治学院⼤学産業経済研究所プロジェクト）などの研究を⽴ち上げ、学内外の経済
学者・法学者とともに研究プラットフォームを構築し、デジタル時代に対応する新しい
法制度設計の理論構築を進めています。 

私は「法と経済学」を、法制度や法律の社会的パフォーマンスを評価し、また規範や
慣習を含む法的ルールが市場や組織とどのように関わるのかを明らかにするための経済
学と位置づけています。こうした視点から、これまで 3 年ゼミでは、規範や慣習のメカ
ニズムを、ゲーム理論を通じて議論するために、海外の法と経済学者によるテキストを
輪読してきました。また、「ブロックチェーンと法」に関する海外の法学者による⽂献
も扱い、デジタル技術と法制度の関係について理解を深めてきました。 

4 年ゼミでは卒業論⽂執筆に向けて、各⾃が関⼼を持つ「法と経済学」関連テーマに
基づいて研究を進め、論⽂指導を⾏っています。ゼミ⽣は、私が担当する「法と経済学
1・2」を必修として履修し、その過程で基礎的な考え⽅を⾝につけます。 

2026 年度は、ゼミ開講当初に取り上げた村上政博著『独占禁⽌法 新版―国際標準の
競争法へ』を再び題材とします。⽇本の独占禁⽌法が禁じる「公正な競争を阻害する⾏
為」とは何か、またデジタル・プラットフォーム事業者による独占禁⽌法違反事例から
どのような競争政策的な含意が導かれるのかを、法と経済学の観点から詳細に検討して
いきます。 
（なお、2026 年度は B ゼミとして開講予定です。）  
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大村 真樹子 ゼミナール 

演習のテーマ 

Health Economics （健康・医療経済学）  

演習の内容 

大村ゼミナールで健康・医療経済学の奥深さを探求 

大村ゼミナールでは、公衆衛生と福祉の視点から、複雑な社会経済問題を扱う健康・医療

経済学について学びます。健康・医療は私達の幸福・厚生にとり重要な要素です。その社

会的仕組みや、関連する私達の行動を理解することは、私たちの厚生の改善も重要です。 

学びの内容: 

 医療制度の経済分析: 医療システムの社会的コストと利益のバランスは？健康保険

制度の多様性と情報の非対称性から生じる問題はどのようなものか？ 

 健康財の価値と特殊性：健康が他の財とどのように異なるのか？また、健康を重視

する人々とそうでない人々の違いは何か？健康投資とは？ 

 健康における行動経済学: 健康への悪影響が明らかであるにも関わらず、なぜ人々

が喫煙を続けるのか？ファストフード摂取減等の予防行動の経済的意味合いとは？  

 加齢と健康: 加齢と健康の関係とは？健康資本は時間とともにどのように価値を減

じるのか、そしてそれが個人の健康決定にどのように影響するのか？  

ゼミナールの進め方: 

 アクティブなディスカッションとプレゼンテーション: 3 年次では、Bhattacharya, 

Hyde, Tu 著『Health Economics』（邦訳未発行の英語教科書）の担当箇所を、ゼミ

同士協力して準備・発表し、そして討論に積極的に参加することが求められます。

3 年次の後半から、4 年次で本格的に取り組む卒業論文の準備に取り組み始めます。 

 ゼミ合宿：通常夏季休暇中に２泊３日のゼミ合宿を実施し、ゼミ生同士の親睦を深

めます。 

重要スキルの育成: 

 複雑なアイデアの表現: 様々な経済分析手法を学び、かつこれらを分かりやすく、

正しくかつ効果的に表現する―論文を書く・発表をする―力を身につけます。 

 知的好奇心と視野の拡大: 多様な「健康・医療」問題に対する造詣を深め、これらを

批判的かつ経済的に考察することで知的好奇心を養います。 

 英文献読解：報告等により、英語の経済学文献の読解力がついてきます。 

 適切な引用方法を学ぶ：論文検索・文献引用・文献ソフトの利用等も学びます。 

 計量ソフト利用：本ゼミナールでは、統計学の基礎があることを前提に STATA の

利用方法を最低限カバーします（4 年春学期）。 

5



岡本 実哲 ゼミナール

演習のテーマ 

ミクロ経済学・ゲーム理論の応用―オークション，マッチング，社会的選択理論  

演習の内容 

このゼミでは、ミクロ経済学・ゲーム理論の応用として現実のマーケットや社会制度の設

計などのテーマを中心に学びます。 

あなたが何かモノを売りたいとしましょう。そのモノは「誰が一番高く買ってくれる」、

また「いくらで買ってくれる」のでしょうか。一人ひとりいくらで買ってくれるか聞いて

回るのも大変だし、そもそも聞いたところで正直に回答してくれるかもわかりません。ま

たお店を開こうにもどのくらいの価格を付ければ上手くいくのかわかりません。 

オークション（競争入札）は、そのモノに興味がある人に集まって競争してもらう場を

設けることにより「一番高く買ってくれる人」と「価格」を見つける手段です。しかし、

ひとえにオークションといっても様々なルールがあり、どのように競争してもらうかに

よって結果が変わってきます。オークション理論では、オークションのデザインによって

どのように参加者の行動や結果が変わるのかを分析します。 

今日、オークションはいたるところで行われています。美術品などの高価なモノを扱う

イベントから、個人でも簡単に参加することができるインターネットオークション、国債

や周波数帯利用権といった公共部門によるオークションまで、様々なオークションが開

催されています。皆さんが Google で検索するたびに表示される広告もオークションで決

まっていますし、メルカリでの販売もある種のオークションとして捉えることができま

す。ゼミではこういった現実の問題を念頭にオークションのデザインなどを学びます。

ここではオークション理論を例に挙げましたが参加者の興味関心に応じて、マッチング

や投票制度の設計などゲーム理論の応用分野、行動経済学、SDGs の経済学、ブロックチ

ェーン、AI などの関連分野も扱います。ゼミでは経済学を学ぶことも当然ですが、経済

学を学ぶことを通して「自分なりの考え方を持つ習慣」や「自分の考え方を他人に伝える

力」を養う場にもしたいと考えています。そのためゼミでは講義を受けるのではなく、参

加者各自が興味を持ったテーマについて発表してもらいます。受け身ではなく主体的な

取り組みが必須です。 

2026 年度の本ゼミナールに関しては、B ゼミでの募集になりますのでご注意ください。 
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神山 恒雄 ゼミナール 

演習のテーマ 

近代日本経済史(幕末開港～第二次世界大戦) 

演習の内容 

 近代の日本経済(幕末開港～第二次世界大戦)について検討します。 

 欧米の圧力で幕末に自由貿易が始まると、それまで鎖国により海外から遮断されてい

た日本は、強大な欧米資本主義国からの外圧に対抗して、独立を維持しながら資本主義化

を達成して列強の仲間入りをしました。しかし、他の列強ととの競争のなかで日本の経済

勢力圏を拡大するために対外侵略を進めた結果、第二次世界大戦により日本経済は崩壊

したのです。 

 こうした近代日本経済史を学ぶ意義は、現代とは本質的に異なる側面を持つ近代日本

経済の実態を解明することで、現代日本経済を相対化してその特徴を理解することにあ

ります。 

 そこで３年次では、まず基礎的な知識を習得するために、近代日本経済史の展開を大筋

で把握できる概説書を講読します。その上で、特定の分野や時期を対象とする最近の研究

書・論文(たとえば明治期の鉄道史)を講読することで、日本の資本主義化が可能になった

条件を考察します。 

 ４年次では卒論を作成します。テーマは近代日本経済史に関するものについて、参加者

各自の関心に基づいて決めます。その上で、先行研究や利用可能な史料を収集・読破して

卒論の執筆を進めるのですが、演習では進捗状況に応じて中間報告と個別相談を行いま

す。卒論執筆には一定の準備期間が必要ですので、どのようなテーマで卒論を書きたい

か、早くから考えておくことが重要です。 

 なお演習は毎回担当者を決めて発表形式で行いますが、発表担当者以外の参加者も討

論に積極的に参加するために予習が不可欠です。また合宿などゼミの行事に積極的に参

加・協力してください。 

 演習に関する質問は E-mail を利用してください。オンラインでの面談の必要があれば

日時を相談します。(アドレスは kamiyama@eco.meijigakuin.ac.jp)  
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洪 潔清 ゼミナール 
演習のテーマ 

経済成⾧に伴う中国の経済・社会・文化事象の変化を考える 

  
演習の内容 

 

この演習では、2000 年以降中国経済の急成⾧に伴う中国の経済、社会、文化的変遷、

そしてこれらの変化が人々の意識にどのような影響を与えてきたかを考える。 

 2000 年以後に生まれた多くの大学生は、過去 20 年間で中国が経験した改革について

十分に知らないかもしれない。2000 年にまだ世界で 6 位であった中国の GDP が 10 年

後日本を追い越して 2 位となり、その後も世界 1 位であるアメリカとの差がさらに縮ま

った。これほど大きな変化が起きた隣国の中国に対して、一部の学生はまだ曖昧な印象し

か持っていないようだ。そこで、この演習では、まず『チャイナテック 中国デジタル革

命の衝撃』（東洋経済新報社）を参考文献として読み、最新の中国事情を理解し、中国に

対する知識を深めます。次は以下のテーマ（参加者のニーズに応じて調整可能）を中心に

詳しく検討する。 

 

1） 中国のデジタル革命の実像 - ABCD 5G 

2） キャッシュレス決済普及の光と影 

3） 国民的な SNS アプリ「Wachat」の影響力  

4） インフラ整備による高速鉄道や地下鉄の建設ブーム  

5） SNS 型 EC の拡大実態  

6） 中国のゴミ分別の現状 

 

進み方として演習 A1 と A2 では、上記のテーマに基づいて文献を読み、関連資料を収

集し、グループ内でのディスカッションや授業でのプレゼンテーションを行う。状況に応

じて、オンラインで中国の大学生との共同ディスカッションを行うことも検討する。学期

末に各自が発表した内容を整理し、レポートとして提出する。3 年次の秋学期のレポート

は 4 年次の卒業論文のテーマに結びつけ、日中の比較の視点から考察してほしい。4 年次

の演習 A3 と A4 では、主に卒業論文のテーマの確定と執筆指導を行う。 

なお、中国圏の経済や社会に関する知識の中に中国語の専門用語が出てくることが考

えられるため、中国語を履修した学生または中国に関心を持つ学生の参加が望ましい。  
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神門 善久 ゼミナール 

演習のテーマ 

経済学の基礎  

演習の内容 

 参加者の希望に応じて弾力的に内容を決める。経済学を超えて一般的な論述における

基礎を重視する。  
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児玉 直美 ゼミナール 
演習のテーマ 

政策評価  

演習の内容 

情報技術の発展によって、大量のデータ（ビッグデータ）が入手できるようになってき

ました。「政策評価」は、国や地方自治体の「政策」をデータを使って評価するだけでは

ありません。政策評価の方法を習得すれば、「どんな広告戦略を採用すると売上が上がる

のか？」「社員の仕事の効率を上げるためにどんな方法が良いか？」「補助金にはどの程度

の効果があったか？」「教育現場で、どの教材が効果があったか？」という問題にも答え

ることができます。近年、インターネット関連のハイテク企業だけでなく、多くの企業

で、ポイントカードデータ、POS、スマホのメッセージや SNS を利用したダイレクト、

リアルタイムに行う広告や販促が一般化しています。「政策評価」は、単にビッグデータ

が使えればできるわけではありません。機械学習などの手法で、巨大なデータを事後的に

分析するだけでは、なぜそのようになったかというメカニズムの部分はブラックボック

スになってしまいます。理論や先行研究を踏まえた仮説を組み立て、因果関係を明らかに

する方法を習得しませんか？ 

このゼミの目的は、計量経済学を使って、様々なデータから自分のオリジナルな発見を

することです。公務員やコンサルを目指す人だけでなく、民間企業でマーケティングや新

企画を立ち上げる時に、政策評価の知識とスキルは役に立ちます。データを駆使して自分

で考える能力を養ってみませんか？この能力を活かし、各自、興味のある社会のメカニズ

ムについて研究を行います。経済学の考え方を基本としますが、法律、経営、マーケティ

ング、福祉、環境、スポーツ、趣味など、様々な視点を絡めて柔軟に考え、議論してくだ

さい。 

最初は座学での学習と実際のデータ分析を通じて分析感覚を養います。本格的な研究

はグループワークで行い、統計分析ソフトの習得も含めて、約半年じっくり行います。研

究成果はプレゼンテーション訓練を徹底的に行った上で、学内（ゼミ内、他ゼミ）、学外

（他大学との合同ゼミ）で発表します。発表前には、グループで、ゼミ以外の時間に集ま

って準備することもあります。その他，ゼミ生の希望に応じて，ゼミ合宿、他大学との発

表会や合宿、懇親会、スポーツ大会なども行う予定です。ゼミ運営は「一人一役」で業務

を分担します。ゼミの時間以外での活動も多いので、卒業後も付き合っていかれるような

仲間に出会えることは間違いありません。ゼミ活動、課外活動に積極的に関わる学生の参

加を期待しています。  
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小林 正人 ゼミナール 

演習のテーマ 

Python と pandas によるデータ分析 

演習の内容 

コンピュータ言語 Python と、その上で動くライブラリ pandas を学び、データ分析に応

用します。 

3 年次は、Python や pandas の基本文法を学んだ後、manaba 上の演習サイトで基礎的な

スキルを練習します。 

4 年次は、卒論執筆を目標に、OECD の「生徒の学習到達度調査（PISA）」や東京大学社

会科学研究所の「親子パネル調査」など、数千件規模の調査データを実際に分析します。

過去の卒論テーマには、「低所得層・地方出身者の進路選択」、「PISA2015 データを用い

たいじめ要因の分析」、「婚活の効果」、「幸せな結婚と不幸な結婚」などがあります。 

プログラミング未経験者も歓迎しますが、統計学を履修済みであることを望みます。 

Python は社会調査やマーケット調査など大規模データ処理に適しており、文系で使える

人材はまだ少ないため、習得するメリットは大きいと考えます。 

インターゼミや合宿、ゼミ後の飲み会は行いません。  
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佐々木 百合 ゼミナール 

演習のテーマ 

金融・国際金融 

演習の内容 

 

 佐々木ゼミでは、金融、国際金融に関連するトピックスを取り上げて研究する。具体
的には、まず広く浅く金融・国際金融の知識をつけるためにテキストを輪読して研究上必
要な基礎的な内容について学習する。次に、トピックを決めてそれについてグループで研
究をすすめ、ゼミ内や他大学のゼミとディベートをすることで理解を深める。その後ゼミ
内で研究発表を行う。また、月に数回コンピュータを利用して、テーマに関連したデータ
を集めて統計的に分析したり、研究成果をプレゼンテーションしたりする。その他、ゼミ
では株式運用レース、投信レースに参加したり、見学・合宿・コンパなどの課外活動も行
う。 
参考として、ゼミで扱うトピックや、卒論に取り上げる題材は、例えば「日本の金融政

策の検証」「為替相場の貿易収支への影響」「フィンテックの影響と今後の展望」などであ
る。 
ゼミは学生中心に進めるので、しっかり学びたいという気持ちを持ち、積極性のある学

生を希望する。  
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白井 誠人 ゼミナール 

演習のテーマ 

日本経済論(特に就職先企業の経済分析) 

演習の内容 

 

ゼミ生の就職活動や卒業後のビジネス能力を考慮し、以下の内容を予定しています。 

 

３年生： 近年の産業・企業研究の成果を踏まえ、論理思考力やコミュニケーション力等

のビジネス基礎力を学修しながら、企業経営者が求める人材と能力について考察します。

就職面接時に「大学時代に何を学んだのか」「将来への自己投資として何をしたのか」を

明確に説明できるように鍛錬します。 

応用課題として、大学生活や就職、問題解決等についてのディスカッションテーマを少

人数チームで議論し、各チームの結論を個別に発表した後、全員で検討するグループディ

スカッションを行います。 

同時に春学期と夏休みのサブゼミで就職希望業種・企業の歴史、現状や展望、課題等の

情報収集および分析作業を進めてもらい、秋学期に経済指標や各種資料を用いた業界分

析の発表、相互の志望業界の情報交換および議論を予定しています。 

 

４年生： 自分の就職先企業や仕事内容をより深く考察するために、３年次で養った基礎

知識を下地にして企業研究についての代表的文献を要約してもらい、分析視点や手法の

土台を構築します。その土台を立脚点として、卒業後、実際に就業して所得を得ることに

なるビジネスの収益メカニズムや企業組織の構造、業界での位置付け等を考察、将来の予

測分析を試みます。 
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田中  淳一  ゼミナール 
演習のテーマ 
歴史的にみるヨーロッパ社会経済の展開 

演習の内容 

このゼミでは、近現代を中心としたヨーロッパ諸地域の社会経済の展開について、地域
史やグローバルな観点も含めた歴史的視野から検討していきます。 
ヨーロッパはもともとユーラシア大陸の辺境にありながら、ギリシャ・ローマの哲学や

技術、キリスト教の信仰・文化などを背景にしつつ、大航海時代、工業化などを経て近代
に至ると、一地域を超えグローバルな世界システムの中核を占める勢力として台頭しま
した。最近こそアメリカやロシア、そして日本、中国、その他のアジア地域も台頭し、そ
の政治的・経済的な影響力の大きさは以前ほど意識されなくなりましたが、ヨーロッパも
EU(欧州連合)を形成するなどして、今でも一定の地位を保っています。 
それだけではありません。近現代に発展した思想・技術・学問の源は多くヨーロッパに

あり、現在でも近代ヨーロッパの作り出した価値規範は世界の経済、文化、社会の在り方
に大きな影響を与えています。そのように考えたとき、ヨーロッパの社会経済の歴史を学
ぶことは現在の我々の価値観の根本を問い直していくことにもつながるはずです。 
このゼミでは以上のような問題認識を背景に、現代に至るヨーロッパの社会経済の歴

史的展開を学びます。さらにそのうえで個々の関心のあるテーマを設定して分析や考察
に取り組み、その成果を卒業論文の形にまとめることを目標とします。具体的には以下の
ような形で授業を進行する予定です。 

3 年次は、ヨーロッパの経済史や地域史、グローバルヒストリーなどについていくつか
の基礎文献を受講者全員で講読していきます。講読する文献は受講者の関心や要望も考
慮して決定し、受講者は文献のレジュメ作成やプレゼンテーションを通じて、ヨーロッパ
の社会経済の歴史に関する基礎知識を固めつつ、卒業論文のテーマを決定していくこと
になります。論文のテーマについては、ヨーロッパに関係するものであれば時代や範囲は
ある程度自由に設定することができます。 

4 年次は、前年に決定したテーマに従って具体的に卒業論文を執筆することが目標とな
ります。授業については毎回各自の卒業論文の研究の進展について報告してもらい、それ
について議論していきます。 
ゼミの授業は学生も主体的に参加して共に作り上げていくものです。歴史と調べるこ

とが好きで意欲ある方の参加を期待しています。 
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田中 鉄二 ゼミナール 

演習のテーマ 

食料・環境・エネルギーの経済学 

演習の内容 

経済を通じて、地球規模の課題に挑む 

本ゼミでは、現代社会が直面する「食料・環境・エネルギー」問題を、経済学の視点か
ら多角的に分析し、持続可能な社会のあり方を考えます。地球規模で進行する気候変動
や食料安全保障、資源の枯渇といった課題に対し、実証データと理論に基づいたアプロ
ーチを重視しています。 

活動内容 

3 年生では、英語で書かれた最新の経済学論文を輪読し、英語でのプレゼンテーション
に挑戦します。論文の内容を正確に理解し、背景にある経済理論や実証手法を解説する
力を養います。プレゼンはすべて英語で行うため、国際的な情報発信力の強化にもつな
がります。 

また、Excel を用いた簡単な統計分析も行い、データを「読み」「示す」力を身につけ
ます。初歩的な回帰分析やグラフ作成を通じて、経済データの扱い方に慣れていきま
す。 

4 年生になると、各自が関心のあるテーマで卒業論文に取り組みます。3 年生の段階か
らテーマ選定と分析の準備を進め、中間発表を通じてフィードバックを受けながら論文
を完成させていきます。 

キャリア形成支援 

将来の就職活動を見据え、企業分析の基礎として「決算書の読み方」「四季報の活用方
法」なども学びます。経済学の知識を社会で実践的に生かす力を養うことも、本ゼミの
大切な柱の一つです。 

このゼミに向いている人 

 グローバルな視点で社会課題に取り組みたい人 
 データを用いた分析に興味がある人 
 英語での情報発信力やプレゼン力を伸ばしたい人 
 自分なりの問いを持ち、それに答えようとする意欲のある人 

経済学の知識を実社会の問題に応用し、「考える力」「伝える力」「調べる力」を育て
る場として、意欲ある皆さんの参加をお待ちしています。 
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中野 聡子 ゼミナール 

演習のテーマ 

経済学史、経済思想史、現代経済学の思想背景  

演習の内容 

この演習は、経済学史・経済思想史をベースにしながら、現代に到るまでの経済学の基

本的な考え方を習得することをねらいとしています。つまり、経済理論や思想が、どのよ

うな時代や場所で、どのような文脈で出てきたかを参照しながら、現代の経済学の理解を

深めようとします。さらに、現代の経済学の問題点や可能性を探るために、様々な学説の

限界と意義を検討します。したがって、経済学に今ひとつ理解できない部分がある、ある

いは、もう少しその意味を深く考えたいというような問題意識のある学生の参加を想定

しています。 _ 

例えば、A.スミスは、経済自由主義をどのような思想で捉えていたか？経済学という学

問はどのような経緯で誕生したのか？J.M.ケインズの経済政策は、どのような思想に裏付

けられて登場したのか？F.ナイトは、不確実性をどのように捉えたか？企業の役割や機能

を、経済学ではどのように捉えてきたか？経済学の実証的な方法は、どのようにして現れ

てきたか？など、ミクロ経済学やマクロ経済学の背景にある経済学の考え方を総合的に

見ていきます。 _ 

2026年度は、春学期中に経済学の歴史を概観し、夏休みから秋学期にかけて、特定のテ

ーマを研究します。特に、20世紀初頭の現代経済学の形成を、J.Mケインズ、F.Y.エッジ

ワース、A.マーシャルなどを中心に、経済思想、経済理論史を検討します。 

ゼミでディスカッションやプレゼンテーションを実践したい。経済学の本や論文をき

ちんと読んで、経済学の考え方を吸収したい。文献を検索して、体系的に整理する方法を

習得したい。ゼミの仲間と交流し、大学での人とのつながりを大事にしたい。以上のこと

を意欲的に取り組む学生の参加を希望します。 
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中村 友哉 ゼミナール 

演習のテーマ 

合理的な行動と非合理的な行動の分析（情報の経済学、行動経済学） 

演習の内容 

このゼミでは、人間の「合理的な行動」と「非合理的な行動」を学び、経済学を日常生
活に応用するトレーニングを行います。 
 「合理的な行動」は担当教員が開講する「情報の経済学１、２」で学習します。情報の
経済学はゲーム理論を発展させた分野です。合理的な人間を想定して、不確かな情報のも
とでの「かけひき」を分析します。情報の経済学の学習によって「かけひきを合理的に分
析する力」を身に付けます。ゼミは「情報の経済学１、２」の内容を前提に進めます。 
 ゼミの時間は、行動経済学のテキストを輪読します。行動経済学は、心理学の知見を経
済学の枠組みに取り入れて、人間の「非合理的な行動」を分析する分野です。計画の先送
りやダイエットの失敗といった「意志の弱さ」は、非合理的な行動の代表例です。行動経
済学を学ぶことで、「非合理的な行動と付き合う方法」を身に付けます。 
 また、ゼミではチームでテキスト内容を発表するだけでなく、ビブリオバトル（本を紹
介し合うゲーム）など、プレゼンの機会を多く作ります。プレゼンを通じて、相手に自分
の考え方や意見をわかりやすく「伝える力」を身に付けます。 
 教員と現在の所属学生、そして、新しく加わる学生がお互いに協力して、ゼミを作って
いきたいと考えています。人それぞれに得手不得手があります。その中で、自分なりに貢
献できることを見つけて、ゼミ活動に協力的に取り組んでいける人を歓迎します。 
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室 和伸 ゼミナール

演習のテーマ 

マクロ経済学

演習の内容 

マクロ経済学は、国内総生産（GDP）、物価、失業率の動向を把握し、一国経済全体を

定性的・定量的に分析する。経済の仕組みや法則性がわかれば、経済予測や資産運用など

において、私達が生活していく上で役に立つ。さらに資本主義経済を深く理解することに

つながる。 

マクロ経済学の重要分野である経済成⾧について考察し、経済発展の謎を解き明かそ

う。⾧い歴史を振り返ると、経済成⾧とは 1880 年頃から 1973 年までの約 100 年間で起

こった特別な現象だったのだろうか？それとも今後も持続的な成⾧が可能なのだろう

か？ 豊かな暮らしをしている国と、貧しいままの生活をしている国があるのはなぜ

か？ 経済成⾧のために不可欠な要因は何かについて考えてみよう。  

所得格差の問題も重要である。オートメーションや AI 技術は、労働分配率を低下させ

るのだろうか。労働分配率の低下や賃金格差の上昇といった現象をどのように説明でき

るだろうか。近年、物価の継続的な上昇（インフレ）が進行しつつある。インフレの時代

と呼ばれた 1970 年代の経済と現代の経済を比較して、共通点と相違点を見つけよう。マ

クロ経済現象が起こった背後にあるメカニズムを考察することが重要である。

ゼミではマクロ経済学に関する文献を輪読する。あらかじめ該当箇所を割り当ててお

き、学生がプレゼンテーションをする。課外活動やゼミ合宿にも積極的に参加すること。

ゼミはともに学び合いの場であり、教育を通じた人間形成の場としたい。 
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赤松 直樹 ゼミナール 

演習のテーマ 

消費者行動とマーケティング 

演習の内容 

このゼミナールでは、「消費者の視点に立ちマーケティングについて分析すること」を基

本的なスタンスとしています。研究論文や学術書の読み込み必須ですが、仮説構築や仮説

検証のために利用するデータの種類は問いません（定量データ、定性データなど）。 

 

基本的には、グループワークが中心です。最初は、既存データや共通の課題に関して各グ

ループで研究を進めてもらいますが、その後は、研究テーマや課題設定、データ収集・分

析など一から研究をはじめて、その成果を報告してもらいます。これには、ある程度の時

間と議論を要するため、ゼミナールの時間外でもグループワーク等を自主的に行うこと

が求められる場合があります。また、他大学のマーケティングゼミとの勉強・研究会、討

論会などに参加することも検討していますが、この点は、学生の皆さんと話し合いながら

決めていきたいと考えています。 

 

ゼミナールを通じて勉強・研究に打ち込むことで、物事の考え方・議論の仕方などを少し

でも深めていきたい、大学卒業後も⾧期にわたって付き合っていける友達を作りたい等、

大学生活をより一層充実させたいと考えている学生をお待ちしています。  
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飯田 浩司 ゼミナール 

演習のテーマ 
コンテンツビジネスと法 

演習の内容 
― コンテンツビジネスを多角的に学ぶゼミ ― 
私たちの身の回りには、本・新聞・音楽・映画・アニメ・ゲーム・テレビ・広告など、多
種多様な“コンテンツ”があふれています。一見「鑑賞するもの」として親しまれているこ
れらの作品も、実は複雑でダイナミックなビジネスによって成り立っています。さらに、
そのビジネスはさまざまな法律と密接に関係しています。このゼミでは、こうした「コン
テンツビジネス」の仕組みや課題について、ビジネス面と法律面の両面から多角的に学び
ます。特に、音楽産業や映像産業など、私たちにとって身近なエンターテインメント業界
を題材に、リアルな事例に基づいた実践的な学びを重視しています。 
 
🔍こんなことを学びます！ 

3 年 春学期：まずは“著作権ってなに？”という基礎から。実際の事例や判例を交えな
がら、コンテンツビジネスに欠かせない法的知識を身につけます。 
3 年 秋学期：音楽・映画・ゲーム・放送など、各業界のビジネスモデルや課題をリサ
ーチ。グループや個人で発表し合い、理解を深めていきます。 
4 年：自分が選んだテーマで、卒業論文を作成！好きな分野をとことん掘り下げましょ
う。 
 

🎤 ゼミの特色 
・レコーディングスタジオ、テレビ局、新聞社など、本物の現場に足を運びます 
・コンテンツ業界で活躍するプロを招き、直接話を聞くことができます 
・学問的な探究だけでなく、ゼミ合宿や懇親会などのイベントなど、仲間とのコミュニ
ケーションも大切にしています 
 

🌱 こんな人にぴったり！ 
・音楽や映像など、コンテンツに興味がある 
・コンテンツの「つくり手」だけでなく「支える仕組み」に関心がある 
・法律や社会のルールについて、身近なテーマから考えてみたい 
・好きなことを“学び”に変えて、自分なりの視点を育てたい  
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五十嵐 千尋 ゼミナール 

演習のテーマ 

日本経営史・日本経済史・産業史  

演習の内容 

 

このゼミでは、日本経営史上における様々な企業のケーススタディを学んでいきます。

そのなかで、企業の成⾧に関する基礎的な知識や、論理的な思考を習得することを目指し

ます。そして自らの学びや思考をまとめて文章化し、他者と共有することが出来る能力を

身につけること、自ら情報を集めて思考し、議論することを目的としています。 

  

 3 年次の演習 A1 では、テキストをもとにいくつかの日本企業のケーススタディを学び

ながら、文章でレジュメを作成し、報告、ディスカッションをします。我々は常日頃、メ

ールなどで文章を作成していますが、学術的な文章はなかなかすぐには書けるようにな

りません。インプットとアウトプットに慣れていきましょう。また様々なジャンルの企業

の歴史に触れながら、自分は何に関心があるのか、視野を広げていきましょう。 

 続く演習 A2 では卒業論文の執筆に向けて自らテーマを設定し、テーマに関する先行研

究を整理し、自身の卒業論文がもつ学術的、社会的意義を検討し、位置づけていきます。

合わせて卒業論文執筆に必要な資料やデータの収集も進めていきましょう。 

 4 年次の演習 A3・A4 では、各自が興味を持った事象について卒業論文のテーマとして

定め、3 年次の経験を生かして自らの問題意識から課題を設定、実証を行い、卒業論文を

執筆します。主に個人で作業を進めていくことになりますが、定期的にゼミで作業の進捗

を報告し、全体での中間報告も行います。演習 A4 では卒業論文の完成を目指します。 

  

 企業博物館や工場見学、国会図書館への訪問といった課外活動を考えています。参加は

任意です。ゼミ生から訪問先に希望があればそれに沿う形で行いたいと思います。 
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稲山 健司 ゼミナール 

演習のテーマ 

経営戦略論・経営組織論  

演習の内容 

 

このゼミナールでは、企業における多様な現象（戦略策定・実行、イノベーション、新

製品開発、企業革新など）を理解するためのスキルを修得することを目指します。そのた

めに、以下を学習の柱とします。 

 

 経営戦略論、経営組織論などに関する文献を読みます。文献の検討を通じて、経営現

象を理解するための基礎的なコンセプトとフレームワークを獲得することを目指し

ます。 

 

 事例研究を行います。事例研究では、経営現象を経営戦略論・経営組織論の視点から

分析することを目指します。食品、飲料、化粧品、家電製品、コンビニエンスストア、

飲食店、テーマパークなどに関する事例を扱いました。  
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大竹 光寿 ゼミナール 

演習のテーマ 

マーケティング、消費文化、ブランド・マネジメント 

演習の内容 

 本ゼミナールの狙いは、ユニークな研究を行うことを通じて、学問を深めるだけでな

く、社会に何らかの貢献をし、得たものを卒業後の活動に繋げることにあります。取り上

げる題材は、企業経営として「マーケティング」、経営環境として「消費者行動」や「消

費文化」、そしてそれら２つを結びつける「ブランド」です。文化という視点からマーケ

ティングと消費との関係を検討し、大企業のみならず、スタートアップ企業にも着目し

て、ブランド・マネジメントについて理解を深めていきます。 

 ゼミナールでは、個人研究とグループ研究を並行して行います。個人研究については、

卒業論文として、自分にとって切実な問いを設定し、自分なりの答えを出す作業を行いま

す。そのために、関連するテーマの研究論文や学術書、研究方法に関する文献を読みその

内容をゼミ生らと共有・議論したり、フォールド調査に出かけたりします。また、研究成

果をゼミで随時発表して、ゼミ OBOG を含む実務家からもフィードバックをもらい、研

究を深めます。グループ研究に関しては、関心が近いゼミ生とチームを組んで、現場でブ

ランディングに携わる方々と接しながら、社会に対して何らかの貢献ができるようなプ

ロジェクトを企画・実行してもらいます（下記参照）。 

 こうした個人研究とグループ研究を通じて、実務の現場との接点を学生なりに見つけ

て、学問と実践を行います。合宿や大学外での活動などについて学生の意見を取り入れな

がら、良き学びと出会いの場となるよう、ゼミナールを作り上げていきます。なお、指導

教員は 2025 年度サバティカルで授業を担当していないため、26 年度ゼミに 4 年生はい

ません。課外活動や OBOG 会の運営にも積極的に携わる学生の参加を期待しています。 

※グループ研究のテーマ（一例）：各チーム（3 名ほど）で秀逸なブランドを探して、ブ

ランドブック（創業者、社⾧、職人、マーケター、取引先、顧客、ジャーナリストなど、

そのブランドに関わる方々を実際に取材し、写真や文章などでブランドの本質をまとめ

た本）を作成する。そして、取材内容や共同プロジェクトの結果を社会に発信する。つま

り、単に取材するだけでなく、自らコンテンツのマーケティングも行うことになる。取材

を通じて実務家から学んでいるのでそれが活かせる。実務家や学者の本もそれに合わせ

て読み込む。協力先企業へのアポ取り、本社での企画提案のプレゼンも含めて学生主体で

行う。学生の取り組み自体がメディアから取材を受け、取り上げられることもある。 

・主な企業とブランド：アサヒ（玄米ブラン、カルピス）、クックパッド、SALASUSU、

資生堂、D&DEPARTMENT、富士フイルム、堀口切子、ミリメーター、森ビル、森美術

館、大丸東京、カルビー（じゃがりこ）、ファミリーマート、ロッテ、など。 

23



 

尾畑 裕 ゼミナール 

演習のテーマ 

原価計算、管理会計、（＋Python）  

演習の内容 

 本ゼミでは、原価計算と管理会計をテーマとしますが、ゼミの活動の大部分は Python

を使ったプログラミングとなります。尾畑ゼミは、システムと会計の両方に強い人材の輩

出を目指しています。こういった人材は、非常に社会に求められていますが、稀少です。

みなさんは、原価計算と聞いて、資格試験や検定試験の試験科目を連想されるかもしれま

せん。常に電卓をたたいているイメージがあるかもしれません。しかし、実務で行われて

いる原価計算は、実に多様で、創意工夫が要求されます。決まったパターンを適用するだ

けでは終わりません。より本質的な理解とシステム構成力が求められます。 

3 年次の春学期は Python を使ってオブジェクト指向の考えかたで原価計算を学んでい

きます。すなわち原価計算を構成する様々な概念をクラス（型）として定義して、それを

組み合わせて計算のロジックを組み立てていく演習を行います。それにより本質的理解

と応用力を身につけます。電卓片手に計算を行う原価計算のイメージとはずいぶんと違

います。なお、いきなり原価計算のプログラミングはハードルが高いので、オブジェクト

指向プログラミングへの導入として簡単なゲームを作成して対戦してもらっています。 

 プログラミングのスキルを身につけるのは、最初の頃は退屈であるため、この段階で躓

いてしまうこともあります。この最初の退屈な時期を乗り越えるために、このゼミでは生

成 AI の利用を推奨しています。それを通じて生成 AI をうまく使って、質の高いプログ

ラムを生み出していく能力を身につけてもらいます。今では多くの世の中のプログラム

が生成 AI を活用して作られており、生成 AI の活用の仕方次第で、プログラムの完成度

は大きな違いが出てきますので、生成 AI を活用したプログラミングは社会的に求められ

ている技能です。もちろん現時点で、プログラミングは、はじめてというひとでも心配は

いりません。3 年次の秋学期からは、Python を活用して、経営組織のなかでおこる現象

をエージェント・ベース・モデル（ABM）のシミュレーションで再現する実験を行いま

す。管理会計の問題を、シミュレーションを使って解明していく研究は、まだまだ新しい

研究分野ですが、非常におもしろい領域です。みなさんにもシミュレーションで組織現象

や管理会計問題を分析する楽しみを味わっていただきたいと思います。 

 4 年次には、卒業論文に向けて個別テーマでの報告をしていただきます。3 年次でせっ

かく Python を習得するので、Python を活かした研究テーマを推奨します。それにより

非常にオリジナリティのある管理会計研究に取り組むことができると思います。 

なお、夏休み中に夏合宿を行なっております。  
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斉藤 嘉一 ゼミナール 
演習のテーマ 

 マーケティングと消費者行動 

演習の内容 

 なぜたくさんの人が繰り返し東京ディズニーランドに訪れるのだろう？しかも，おそ

ろいのコーデで！なぜ“インスタグラマー”の持ち物が流行るのだろう？このゼミは，私

たちの身近に起こっているマーケティング現象に「なぜ？」という問いを投げかけ，その

問いに対して，消費者行動の立場から，ユニークあると同時に説得力のある答えを見つる

ことをねらいとしています。 

 マーケティング現象を説明するためには，文献からマーケティングや消費者行動の理

論を学ぶことも求められますが，それだけでは十分ではありません。ゼミでは，身近にあ

るマーケティング現象に興味を持ち，マーケティング現象を理論に基づいて説明しよう

と試みること，そして，理論に基づいて現象を説明しようという試みの中で生まれてきた

仮説を，データを収集・分析することによって検証することを目指します。 

理論を学ぶこと，データ収集と分析のスキルを身に付けることも大切ですが，現象を自分

なりに説明しよう，自らが導き出した仮説を検証しようとする姿勢が何より大切だと考

えます。主体性を持った学生諸君の応募を待っています。  
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佐藤 成紀 ゼミナール

演習のテーマ 

企業情報を活用した総合的リサーチ 

演習の内容 

 当ゼミナールでは、3 年次の春学期にまず、ビジネス界で求められている英文決算書を

理解する力を養うため、英文の教材を用いて基本的な知識を習得します。演習のテーマで

ある、「企業情報を活用した総合的リサーチ」を行う場合には、世界中の企業情報にアク

セスすることになりますから、そのための第一歩となります。それに続いて、個人のプレ

ゼンテーションを行い、各自の関心のあるテーマでの発表が、とても楽しく、やりがいの

あるものであることを体感してもらいます。

 ３年次後半からは、個人のプレゼンテーションを本格的に開始することになります。報

告内容については、企業経営やマーケティング的な情報、そして利益動向などの会計デー

タといった、企業に関する情報を自由に組み合わせて、総合的なリサーチを行って下さ

い。もちろん、その場合のテーマ選びは試行錯誤があってよいので、報告テーマは各自の

関心に従って、随時、変更して構いません。３年次は、卒論へ向けてのテーマ探しの時期

と位置付けています。

 ４年次では、だんだんと各自のテーマを絞っていってもらい、卒論の執筆に向けたプレ

ゼンテーションをしていきます。ゼミ生相互のディスカッションを通じて、報告する一人

ひとりが、自身では気づかなかったアプローチ方法や、深掘りすることで卒論をより充実

させることのできる課題を発見することができます。 

 こうした２年間のゼミナール活動を通じて、卒論の完成までの一貫したプロセスを経

験することで、きっと皆さんの今後に大いに役立つ、「自信」をつけてもらえることと思

います。 
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⽥原 慎介 ゼミナール 

演習のテーマ 
経営組織、アントレプレナーシップ、フィールドワーク  

演習の内容 
本ゼミでは、経営組織とアントレプレナーシップに関する理論や考え⽅を軸に、中⼩企

業、⼤企業、ベンチャー企業、NPO（病院、⾼齢者介護施設、NPO 法⼈など）、ファミ
リー企業が抱える経営学的に重要な課題をテーマとして扱います。具体的に、新規事業の
創造やイノベーションの創出・普及、時代の転換点における組織変⾰やリーダー育成など
の組織開発、危機的状況や逆境を乗り越えるアントレプレナーシップなど、最新のトピッ
クが対象となります。本ゼミが⼤切にしていることは、企業経営の現場で⽣じている問題
を発⾒し、多⾓的な観点から問題の本質を分析することで最適な解決策を導くことです。
そのため、本ゼミでは、理論的な知識の習得だけではなく、物事を多⾓的に捉え深く体系
的に考える思考⼒を養うこと、実際に現場を訪れ現場で何が起こっているのか⾃ら⾏動
し体感すること、実務家の声に真摯に⽿を傾けリアリティを実感することを重視します。 

 
2 年間にわたる演習は、次の 2 つのステップから構成され、いずれも学⽣の⾃主性を⼤

切にしながら進めていきます。3 年次の演習は、経営組織とアントレプレナーシップに関
する理論的な基礎⼒、資料の収集やフィールドワークといった研究の基礎⼒、そして基本
的な分析と思考⼒の習得を⽬的とします。これらは、グループワークを中⼼に習得してい
きます。学⽣は 3-4 ⼈のグループに分かれ、本の輪読、資料の収集、フィールドワークを
⾏い、グループごとに研究の成果を発表します。発表後は、参加者全員でより良い発表に
するためにはどうすればよいか意⾒交換し、各⾃の能⼒向上につなげていきます。フィー
ルドワークは、企業の現地⾒学と実務家へのインタビューを中⼼に、状況に応じてアンケ
ート調査も実施します。4 年次の演習は、3 年次の学習を応⽤して、⾃ら興味関⼼のある
テーマを選び、卒業論⽂の執筆にチャレンジすることを⽬的とします。論⽂執筆は⼤変な
作業ではなく、視野を広げ、能⼒的にも精神的にもさらに成⻑する機会であると考え、演
習の時間は学⽣同⼠で助け合えるように、グループワークを取り⼊れていきたいと考え
ています。 

 
本ゼミは、真⾯⽬さと遊び⼼の両⽅を⼤切にしたいと思います。学⽣の要望次第にはな

りますが、フィールドワークとセットにしたゼミ合宿や実務家との交流、他⼤学ゼミとの
交流の機会を積極的につくっていきたいと思います。意欲が⾼く、主体的に⾏動してみた
いという学⽣にゼミへ参加していただけるとうれしいです。 
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西村 三保子 ゼミナール 

演習のテーマ 

管理会計、企業分析  

演習の内容 

企業会計は、企業に関する取引データを収集し、処理し、それらを情報として企業内外

の情報利用者に伝達する役割を果たしています。経営管理のために主に企業内部のステ

ークホルダーを情報利用者とする管理会計と、利害調整のために主に企業外部のステー

クホルダーを情報利用者とする財務会計に大別されます。 

管理会計目的に会計システムが提供する情報は、実績記録、注意喚起、および問題解決

に分類できます。つまり、管理会計情報は、企業の経営管理者が経営管理のために活用す

る会計情報なのです。 

本ゼミでは、テキストにもとづいて、管理会計や企業分析の様々なトピックについて全

員参加で議論していきます。報告者以外のゼミ生も議論に積極的に参加することが大切

です。どんな意見でも大歓迎ですので、ゼミが明るく活発な意見交換の場になるよう、皆

さんで協力し合いましょう。 

3 年次春学期には、基礎知識の習得を目指してテキストを輪読するとともに、毎回レジ

ュメを作成し報告します。秋学期には、12 月のインゼミ（他大学との合同報告会）での

報告に向け、グループに分かれて調査・研究を進めます。 

4 年次は、春秋通して卒業論文の執筆に努め、1 月の卒論提出を目指します。 

また、9 月に 3・4 年生合同の夏合宿を予定しています。 

ゼミ活動を通じて、皆さんが学問上の知識を増やすだけでなく、⾧い付き合いができる

大切な仲間と出会えるよう願っています。ゼミがそのような素晴らしい場となりますよ

うに…。  
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浜⼝ 幸弘 ゼミナール 

演習のテーマ 
企業戦略と⼈⼯知能 AI  

演習の内容 
当演習では、経営戦略の考え⽅（必要に応じてマーケティングも）を⼗分に学習したう

えで、企業戦略（主に、マーケティング戦略）に⼈⼯知能（AI）を利⽤する⽅法について、
考察してゆきます。すなわち、利⽤者側の⽴場から⼈⼯知能の仕組みを基礎から理解し、
さらに⾏動⼼理学の学習を踏まえたうえで、⼈⼯知能を⽤いた企業戦略（主に、マーケテ
ィング戦略）の実際と可能性を扱うことにします。それと同時に、議論できる⼒と説明能
⼒を⾝につけられるよう指導します。 
 初年度前半では、経営戦略に関する教科書読み進め、随時、企業の調査分析を⾏いま
す。このとき、演習問題および事例研究（⾃分で調べて報告）を通じて、理解を深めてゆ
きます。後半では、AI の基礎的な本を読み、その基本的仕組みを理解したうえで、⾏動
⼼理学の視点から AI の思考を分析し、最終的に、マーケテイング分野への AI の利⽤を
考察します。続く 4 年次では、卒業論⽂の製作を進めてゆきます。なお授業を補う形で、
状況が⼗分よければ、3 ⽉下旬（2 年次）と 9 ⽉下旬（3 年次）にゼミ合宿を⾏う予定で
す。 
 本ゼミナールでは、以下の学⽣を希望します。 
1．⼈⼯知能と⼈間の思考の違いについて興味を持っている学⽣  
2. 学⽣時代に AI の知識を⾝につけたい学⽣ 
  

教科書は『経営戦略⼊⾨』（⽇本経済新聞社） 
⼈⼯知能および⾏動⼼理学に関する本については、適宜選択。 

  

29



三富 悠紀 ゼミナール
演習のテーマ 
マーケティングデータの分析

演習の内容 
【ゼミの⽬的】

・企業の持つ POS データ(レジデータ)、アクセスログデータ(EC サイトの利⽤履歴な
ど)、アンケートデータといったマーケティングデータの統計分析を学ぶこと
・マーケティング・消費者⾏動の分野で⾃分なりの仮説を設定をして、仮説検証の仕⽅
と結果をしっかりまとめる能⼒を獲得すること。
・グループ研究を通じて、コミュニケーション能⼒を養うこと。

【ゼミの流れ】
３年⽣前期：データ分析⼿法の習得 ＆ グループ研究(アンケート調査票の作成)
３年⽣後期：グループ研究（データ解析コンペティションへの参加）
４年⽣通期：卒業論⽂の作成

＊データ解析コンペティションとは、企業から提供いただいた POS データやアクセスロ
グデータ、アンケートデータといったマーケティングデータを分析する⼤会です。年によ
って扱うデータは異なりますが、ゴルフ⽤品を扱う EC サイトのデータや、スーパーマー
ケットの POS データ、美容院の施術・来店履歴データなどが過去には提供されていまし
た。２０年以上も開催されている由緒ある⼤会です。詳細を知りたい⽅は下記アドレスを
参照のこと
https://jasmac-j.jimdofree.com/

【その他】
マーケティング・消費者⾏動に関するデータを分析してみたいと思う学⽣は是⾮参加を
希望してください。統計に関するプログラミングについては、3 年⽣前期に⼀からゼミ⽣
全員で学んでいきますので、苦⼿でもやってみたい⼈は歓迎します。 
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吉田 真 ゼミナール 

演習のテーマ 
ドイツ語圏における文化と社会の関係を考える 
  
演習の内容 
 

テーマについては、担当者の指導できる範囲である限り、参加者の希望、関心をできる
だけ広く取り入れたいと考えている。  
基本的にはドイツと日本を比較しながら文化と社会の関係の問題を考える。たとえば

過去に取り上げてきたテーマとしては、ＥＵの成立と今後について、ユーロ危機、環境問
題と原発の是非、学校教育、ドイツの自動車産業、ドイツの食文化、音楽と劇場文化、サ
ッカーのブンデスリーガとＪリーグ、ドイツと日本の戦後の憲法といったものがある。こ
うした問題について自由に議論をしてゆく。  
Ｂゼミなので卒業論文はないが、卒論に準ずるようなレポート作成を目標とする。 
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林 麗桂（リン レイケイ） ゼミナール
演習のテーマ 
組織⾏動論

演習の内容 
本ゼミでは，組織や集団で活動する⼈間の⾏動に対して，「感情」「性格」などに基づく

循環論的な視点からではなく，⾏動そのものがもたらす結果や環境の影響といった客観

的な視点から分析する原理を学びます。また学んだ理論を皆さんが所属している組織や

集団における他者との相互理解や円滑なコミュニケーションに応⽤することで，学びに

対する理解を深め，より豊かな社会⽣活の実現が期待されます。
＜実施⽅法＞

3年次では，前期に組織⾏動論の専⾨書に基づいた輪読（インプット）と，グループデ

ィスカッションやプレゼンテーション（アウトプット）を⾏います。後期は，前期で学

んだ理論・スキルを活かしながら，各⾃が関⼼を持つトピックを取り上げ，グループワ

ークを企画・実施してもらいます。さらに企画・実施したワークの成果を後輩に向けて

発表することを想定しています。

4年次では，卒業論⽂の執筆を中⼼に演習を⾏います。各⾃の選択テーマや問題意識に

沿って，「学術論⽂の検索」「⽂献レビュー」「調査⽅法の検討」「調査の実施」「データ分析」

「まとめ」といった⼀連のプロセスをメンバー間で切磋琢磨しあいながら進めていきます。

また 3 年⽣と 4 年⽣が合同で卒論の中間発表および最終発表を実施する予定もありま

す。

＜教員からの要望＞

・LIN ゼミの 1 期⽣として，教員とともにゼミを⼀緒に作っていきたい⽅々からの応募を期

待しています。

・参加⼈数にもよりますが，ゼミでは，学⽣の皆さんが主役でグループワークを進めていく

形としたいと考えています。ゼミを通して，メンバー間で切磋琢磨しながら議論を楽しみ，

学びを深め，仲間意識を⾼めてもらいたいと思います。
・無断⽋席・遅刻は厳しい姿勢で臨みます。
＜教員の⾃⼰紹介＞

2026 年 4 ⽉より着任いたします。中国上海にある⽇系企業で数年間働いて，2016 年に来
⽇しました。⼤学教員としての経歴（2022 年から）はまだ⻑くはありませんが，明治学
院⼤学のこと，⽇本のこと，いろいろと教えて下さい。
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工藤 健太 ゼミナール

演習のテーマ 

経済・経営のデータ分析手法について学ぶ  

演習の内容 

例えば、皆さんが会社に就職した後に、品川駅に飲食店の新規出店を行うとしましょ

う。品川駅への新規出店を上司に認めてもらうために、どのような工夫が必要でしょう

か？ 

一つの方法として、過去のデータをもとに、品川駅にお店を出すことでどれだけの利益

が出るのかを分析し、上司を説得するというアプローチがあります。このように、近年で

は、データ分析はビジネスにとって必須のツールとなっています。本演習では、経済・経

営のデータ分析においてよく用いられる手法について学び、卒業論文の執筆を目指しま

す。 

(演習の進め方) 

・3年次には、教科書を輪読し、プレゼンを行います。統計学・計量経済学の知識につい

て整理し、適宜 Excelや Grtlなどのソフトウェアの使い方を学ぶ時間を設けます。

・一通りの学習が終わったのち、4年次においては卒論の研究テーマを決め、データの収

集や必要な知識の習得に注力します。定期的に研究の経過報告を行う機会を設けます。 

(卒論研究のテーマ) 

データを用いた研究であれば、卒論研究のテーマ・内容は参加者の自由です。以下は過去

の受講者の卒業研究の例です。 

例) 企業の ESG投資の決定要因の分析、野球などのスポーツについての統計的分析、東

急東横線の乗降客数の決定要因を探る、航空会社の財務状況とその決定要因の考察 など 

(受講にあたっての注意) 

・報告者は特別な事情を除き、欠席は認められません。

・本演習では、数学の知識が必要になることがあります。ただし、あくまでも数学の使い

方に重きを置き、例年復習の時間を多めに取っています。 

・基礎演習レベルの Excel の使い方 (基本的な関数を使う・グラフの作図など)は理解し

ていることが前提ですが、適宜復習を入れますので、PCが苦手であっても歓迎します。 
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マイヤーオーレ ヘンドリック ゼミナール
演習のテーマ 

International Business, Marketing and Retailing, Human Resources 

演習の内容 
In this seminar, we will explore how companies structure and manage their international 
businesses. Why and how do companies enter foreign markets, how does this affect their 
organization, how do they organize the management of human resources? Participants will 
examine these aspects through case studies of various companies, whether they are based 
in Japan or overseas. We will work with written materials, but research might also include 
interviews with managers or even the observation of the stores of foreign retailers in Tokyo. 

Activities in the seminar will include: 
1. Developing research questions and designing a research plan.
2. Learning how to find good information sources.
3. Analyzing information by using available frameworks from business and academia.
4. Confidently presenting findings through presentations and reports.
5. Working together and discussing with others

In addition to developing your analytical and presentation skills, I aim to foster your ability 
to interact and collaborate with individuals of different nationalities. This will be achieved 
through opportunities to engage with business professionals and to participate in joint 
projects, both online and in person, with students from universities outside of Japan.  
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山田 純平 ゼミナール

演習のテーマ 

グローバル企業の分析と国際会計  

演習の内容 

本演習では、決算書を通じてグローバル企業の経営分析を行い、さらに会計基準の国際

的な動向について学びます。その過程で、企業会計についての基礎事項について習得する

ことになります。 

グローバル企業の経営分析では、海外企業の決算書を分析し、その分析をもとに、どの

ような経営戦略をとっているかについて検討します。決算書の分析だけではなく、将来を

予測して、企業価値の算定まで行う予定です。まずは、企業分析や企業価値評価について

説明した本を読んだ後、各自が海外企業を分析し、その結果を報告してもらいます。 

国際会計の分野では、ルールが国際的に収斂する一方で、各国でそのルールがバラバラ

に適用される傾向にあります。そこで、企業会計のルール全般を学べる教科書を題材とし 

て、国際的なルールの動向を学んだうえで、各国でそのルールがどのように適用されてい

るかについて検討することを目標とします。 

その他に、例年は他大学との研究報告会で報告をしてもらっています。共同で報告する

作業を行うとともに、大人数の前で報告し質疑応答ができることを目的としています。3

年秋学期に留学に行く学生については、研究会での報告は免除します。またゼミの人数が

少ない場合には、相談のうえ報告会には参加しないことにします。 

最後に、これらの勉強の総仕上げとして、卒業論文を執筆することになります。1 年間

かけて論文を執筆することにより、論理的な思考力が鍛えられるので、卒業論文を執筆す

ることを望みます。 

ここまでは例年の演習の内容を書きましたが、参加者のニーズに合うように、演習のな

かで相談したうえで、運営していきたいと考えています。  
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